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        ◎町長あいさつ 

○議長（土屋清武君） 申し上げます。 

    町長から発言を求められておりますので、この際発言を許します。 

○町長（長嶋精一君）  平成30年松崎町議会第１回定例会の閉会にあたり、一言ごあいさつを申

し上げます。 

    今回の３月定例会に私どもが提案した29件の案件については、慎重審議のうえ、いずれも議

決、ご承認をいただきました。 

  今回は特に当初予算案につきましては、賛成反対同数であったため、議長採決で可決しまし

た。賛成していただきました議員の方々には深く感謝を申し上げます。 

  今の時代は、かつての自由主義体制と社会主義体制のようなイデオロギーの対立する時代で

はないと思うわけであります。 

  まして、松崎町のような小さな町は、行政と議会が二元代表制を維持しつつ、町のため、町

民のためにという考えに修練をしていったならば、決して対立するようなことはないのではな

いかと私は心から思っております。 

  私は、町長として、教育長、課長をはじめといたしまして、職員一体となって、町民満足度

の高い町を目指して努力してまいる所存でございます。 

  今後も行政全般にわたり、皆様方のご理解、ご協力をお願い申し上げ、閉会のあいさつとさ

せていただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長（土屋清武君） どうもご苦労様でした。 

（午前 ９時４７分） 

 


